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1. 2025年3月期第3四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 459,492 △3.3 27,619 △16.8 27,573 △30.3 22,666 △15.9

2024年3月期第3四半期 474,929 16.2 33,213 352.4 39,565 208.6 26,965 321.4

（注）包括利益 2025年3月期第3四半期　　17,996百万円 （△51.0％） 2024年3月期第3四半期　　36,734百万円 （372.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第3四半期 267.95 ―

2024年3月期第3四半期 295.24 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期第3四半期 515,872 349,054 63.4

2024年3月期 519,718 339,488 61.2

（参考）自己資本 2025年3月期第3四半期 327,034百万円 2024年3月期 317,867百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 36.00 ― 39.00 75.00

2025年3月期 ― 45.00 ―

2025年3月期（予想） 45.00 90.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年4月1日～2025年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 600,000 △3.8 30,000 4.1 28,000 △29.3 22,000 △11.5 259.75

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期3Q 94,234,171 株 2024年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2025年3月期3Q 9,636,546 株 2024年3月期 9,654,293 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期3Q 84,592,355 株 2024年3月期3Q 91,334,503 株

（注）2025年3月期3Qの期末自己株式数及び期中平均株式数（四半期累計）の算定上控除する自己株式数には、従業員向け株式交付信託が保有する当
社株式が含まれております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は459,492百万円と、前年同四半期に比べ、

15,437百万円(△3.3%)の減収となりました。利益につきましては、連結営業利益は27,619百万円と、前年同四半期

に比べ、5,594百万円(△16.8%)の減益となりました。連結経常利益は27,573百万円と、前年同四半期に比べ、

11,992百万円(△30.3%)の減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は22,666百万円と、前年同四半

期に比べ、4,299百万円(△15.9%)の減益となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　客先生産台数の減少などにより、売上高は227,632百万円と、前年同四半期に比べ、12,593百万円(△5.2%)の減

収となりました。営業利益は売上高の減少などにより、336百万円と、前年同四半期に比べ、2,610百万円

(△88.6%）の減益となりました。

（北米）

　円安による為替換算上の影響などにより、売上高は121,523百万円と、前年同四半期に比べ、817百万円(0.7%)の

増収となりました。営業利益は客先生産台数の減少や売価変動の影響などにより、5,908百万円と、前年同四半期

に比べ、1,244百万円(△17.4%）の減益となりました。

（アジア）

　客先生産台数の減少などにより、売上高は145,725百万円と、前年同四半期に比べ、5,371百万円(△3.6%)の減収

となりました。営業利益は売上高の減少などにより、18,283百万円と、前年同四半期に比べ、1,861百万円

(△9.2%)の減益となりました。

（その他）

　売上高は37,071百万円と、前年同四半期に比べ、826百万円(2.3%)の増収となりました。営業利益は2,800百万円

と、前年同四半期に比べ、161百万円(△5.4%)の減益となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券の減少などにより、515,872百万円と、前連結会計年度

末に比べ、3,846百万円減少いたしました。負債は、賞与引当金の減少などにより、166,817百万円と、前連結会計

年度末に比べ、13,412百万円減少いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益

剰余金の増加などにより、349,054百万円と、前連結会計年度末に比べ、9,566百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想につきましては、2024年10月30日決算発表時の公表値から変更しておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,779 80,965

受取手形及び売掛金 82,403 78,258

電子記録債権 13,022 15,163

有価証券 4,743 8,470

商品及び製品 25,934 27,304

仕掛品 40,744 45,657

原材料及び貯蔵品 9,617 9,578

その他 13,812 14,921

貸倒引当金 △55 △37

流動資産合計 264,002 280,282

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 39,741 45,136

機械装置及び運搬具（純額） 32,408 34,197

その他（純額） 46,158 38,902

有形固定資産合計 118,308 118,236

無形固定資産

その他 3,687 4,074

無形固定資産合計 3,687 4,074

投資その他の資産

投資有価証券 60,288 39,452

退職給付に係る資産 59,588 60,455

その他 13,922 13,451

貸倒引当金 △80 △81

投資その他の資産合計 133,719 113,278

固定資産合計 255,715 235,590

資産合計 519,718 515,872

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 51,042 49,562

電子記録債務 11,099 10,830

未払法人税等 3,342 2,505

賞与引当金 10,932 6,338

環境対策引当金 - 990

製品保証引当金 14,294 12,190

その他の引当金 177 152

その他 40,973 40,743

流動負債合計 131,862 123,313

固定負債

社債 10,000 10,000

役員退職慰労引当金 252 250

環境対策引当金 990 -

退職給付に係る負債 17,467 17,877

資産除去債務 72 72

その他 19,585 15,303

固定負債合計 48,367 43,503

負債合計 180,229 166,817

純資産の部

株主資本

資本金 22,856 22,856

資本剰余金 25,640 25,637

利益剰余金 220,393 235,918

自己株式 △19,964 △19,897

株主資本合計 248,925 264,514

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,633 6,296

為替換算調整勘定 25,871 29,691

退職給付に係る調整累計額 28,437 26,531

その他の包括利益累計額合計 68,941 62,519

非支配株主持分 21,621 22,020

純資産合計 339,488 349,054

負債純資産合計 519,718 515,872
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 474,929 459,492

売上原価 403,350 393,009

売上総利益 71,578 66,483

販売費及び一般管理費 38,365 38,863

営業利益 33,213 27,619

営業外収益

受取利息 884 946

受取配当金 584 603

持分法による投資利益 717 513

為替差益 3,812 -

その他 566 739

営業外収益合計 6,565 2,803

営業外費用

支払利息 32 32

為替差損 - 2,338

その他 180 479

営業外費用合計 213 2,849

経常利益 39,565 27,573

特別利益

固定資産売却益 - 781

投資有価証券売却益 - 5,418

特別利益合計 - 6,199

特別損失

固定資産除売却損 192 114

減損損失 - 302

特別損失合計 192 416

税金等調整前四半期純利益 39,373 33,356

法人税等 10,431 9,324

四半期純利益 28,942 24,031

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,976 1,365

親会社株主に帰属する四半期純利益 26,965 22,666

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 28,942 24,031

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,242 △8,389

為替換算調整勘定 6,136 4,229

退職給付に係る調整額 △672 △1,910

持分法適用会社に対する持分相当額 86 35

その他の包括利益合計 7,792 △6,035

四半期包括利益 36,734 17,996

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 34,246 16,243

非支配株主に係る四半期包括利益 2,488 1,752

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

（従業員向け株式報酬制度）

　当社は、持続的な成長に向け、その重要な経営資本である人財への投資を強化します。従業員の帰属意識や経営

参画意識を醸成し、当社業績や株価上昇への意識を高めることにより、当社の中長期的な企業価値向上を図ること

を目的として、従業員向け株式報酬制度（以下「本制度」という。）を2024年８月に導入しております。

（1）本制度の概要

　本制度は、当社が設定した信託（以下「本信託」といいます。）が、当社普通株式（以下「当社株式」といいま

す。）の取得を行い、従業員のうち一定の要件を充足する者に対して、当社が付与するポイント数に応じた数の当

社株式を交付する、というインセンティブ・プランです。

　当該ポイントは、当社取締役会が定める株式交付規程に従って、従業員の役職等に応じて付与されるものであ

り、各従業員に交付される当社株式の数は、付与されるポイント数により定まります。

　なお、本信託による当社株式の取得資金は、全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

　交付される当社株式については、当社と各従業員との間で譲渡制限契約を締結することにより、退職までの譲渡

制限を付すものといたします。

（2）信託に残存する自社の株式

　本信託に残存する当社株式を、本信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第３四半期連結会計期間末において、

1,624百万円、800千株であります。

- 7 -

㈱東海理化(6995)　2025年3月期　第3四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 192,805 120,426 125,745 438,977 35,952 474,929 - 474,929

セグメント間の内部
売上高又は振替高

47,419 280 25,351 73,051 292 73,344 △73,344 -

計 240,225 120,706 151,096 512,028 36,245 548,273 △73,344 474,929

セグメント利益 2,946 7,152 20,144 30,243 2,961 33,205 8 33,213

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

日本 北米 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 181,471 121,334 120,033 422,839 36,652 459,492 - 459,492

セグメント間の内部
売上高又は振替高

46,160 188 25,691 72,041 418 72,459 △72,459 -

計 227,632 121,523 145,725 494,880 37,071 531,952 △72,459 459,492

セグメント利益 336 5,908 18,283 24,529 2,800 27,329 289 27,619

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　 至　2023年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額８百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　 至　2024年12月31日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

　　　　　の事業活動を含んでおります。

　　２　セグメント利益の調整額289百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 14,806百万円 15,426百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。
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